
桑折町立醸芳小学校だより

令和６年６月３日 No.５
文責 校長 花輪 忠康

【教育目標】よく考えて学ぶ子ども(知) 親切で思いやりのある子ども(徳) 健康で明るい子ども(体)

合言葉「こつこつ とことん あきらめない」（継続・徹底・根気）

パラスポーツ体験キット贈呈式
５月２９日（水）、福島中央テレビ２４時間テレビチャリティー委員会の半澤委員長様にお越しい

ただき、パラスポーツ体験キット「ボッチャ」の贈呈式を開催

しました。「ボッチャ」は、赤や青のボールを転がし、白い目標

球にできるだけ近づけて得点を競う競技です。贈呈式では、学

校を代表して６年生の曽原さんが御礼の言葉を述べました。

パラスポーツを理解するためには、まずはやってみることで

す。障がいのある・なしに関わらず、ともに競技を楽しむこと

ができました。福島中央テレビ様、ありがとうございました。

租税教室～税金は何に使われているの？～
５月２８日（火）、６年生の社会科で「租税教室」が開かれました。福島法人会青年部の実沢様に

お越しいただき、税金の使われ方について学びました。税金には、消費税・所得税・住民税・ガソリ

ン税・入湯税など、私たちが納めている多くの税があります。

では、私たちの納めた税は何に使われているのでしょうか？

子どもたちは、まず、アニメの番組を通して税金の必要性につ

いて学びました。また、税金は、子育て・福祉、教育、医療、

公共施設、公共建築をつくるために使われていることを学びま

した。最後に、１億円とはどれくらいの量で、どのくらい重い

のか、レプリカを持たせてもらいました。体験を通して、税金

のありがたさや大切さを理解することができました。

プール開き～水泳学習のスタート！～
いよいよプールの季節の到来です。５月２９日（水）、昼の全

校集会（オンライン）で、プール開きを行いました。６月からは、

町の水泳施設「イコーゼ！」にバスで移動し、水泳学習をしてき

ます。集会では、学年代表の児童が自分のめあてを発表しました。

「泳げるようになること」「速く･長く泳げるようになること」な

ど、自分の能力に合わせためあてを発表しました。最後に、体育

主任の堀江先生から正しいプールの使い方、練習の仕方について

話がありました。まずは、安全第一で練習に励むことが大切です。

事故やけがのないよう、目標をもって練習に取り組んで欲しいです。



１年生と２年生の読み聞かせ会
５月２３日（木）、１・２学年で読み聞かせの時間がありました。

地域連携担当の野木先生、読み聞かせグループ「コスモス」の加

藤さん、田中さん、蓬田さんにご来校いただきました。

１年生には、絵本「しっぽのはたらき」「た」「カップねこ」「し

りとりのすきな王さま」を読み聞かせをしてくださいました。

また、２年生には、それに加えて「いなばのしろうさぎ」「こが

ねぬま」を読み聞かせしていただきました。どの本もおもしろく、

バラエティに富んだお話でした。読書は心のオアシスです。毎月２３日は、「家読の日」です。お家

でも「読み聞かせ」や「読書の奨励」に取り組んでいただければありがたいです。

授業研究会～先生方も研修に努めています～

６月の行事予定

３（月）栄養教室（４年） １３（木）弁当の日、プール（１･３年）５年宿泊学習

４（火）リコーダー講習会（３年） １４（金）弁当の日、５年宿泊学習

プール（１･６年） １８（火）プール（５･３年）学校評議委員会

５（水）プール（４･５年） １９（水）プール（１･６･４年）

６（木）プール（２･３年） ２０（木）プール（２年）

７（金）プール（５年）交通教室（自転車） ２１（金）弁当の日・授業参観・学級懇談会

８（土）桑折学習塾 ２５（火）福島民報出前授業（４年）

１０（月）西山城見学（６年） ２６（水）プール（１･６年）

１１（火）プール（４･６年）５年４校時 ２７（木）プール（２･４年）

１２（水）弁当の日､プール（４･６年）５年宿泊学習 ２８（金）プール（３年）６年歴史学習

税金の仕組み（６年社会）
桑折町のイコーゼやヨモーヨの運営資金はど

こから出ているの？私たちが納めた税金は何に

使われているかを考える学習です。町の予算の

歳入・歳出の内訳について予想し、どんな町に

したいか話し合いました。「幅広い世代の町民

を大切にする町づくり」「子どもの未来を大切

にする町づくり」など、生活を安定する税金の

使い方について意見が出されました。

こまの紹介（３年国語）
教科書で紹介された６つの「こま」。自分が

遊んでみたい「こま」を１つ選び、理由を書

いて紹介し合う学習です。遊んでみたい理由

を書いたら、同じこまを選んだグループ同士

で話し合います。最後に、タブレットを使っ

てノートを撮影し、全員で考えを共有しまし

た。友達の考えを聞くと、他のこまの面白さ

やよさが分かって遊びたくなりました。


